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１）日本社会事業大学専門職大学院 宮島清ゼミ
ソーシャルワークの機能に関する実践的考察
旭児童ホーム
院前期 2005 年卒　小　山　菜生子
名寄市立大学専任講師
　院後期 2 年　松　岡　是　伸
Ⅰ．緒言
　少子高齢社会がさらに進展する昨今、こどもを
取り巻く環境や社会環境が変化してきた。児童虐
待やネグレクトは増加傾向にあり、児童虐待防止
法施行以来約10年で３倍以上の増加となってい
る。その中で痛ましい死亡事故も起きている現状
である。
　一方学校教育に目を移すと、2008（平成20）年
より学校現場にスクールソーシャルワーカーが導
入された。その導入の背景には、児童虐待やネグ
レクト、家庭への支援の必要性があり、児童生徒
とその家庭に対する対応、そして地域でのコー
ディネーター役となることを求められている。
　このようにこどもを取り巻く環境は複雑多岐に
なっている中、ソーシャルワークもその要請に応
えてきた。ソーシャルワーク実践の機能も拡大傾
向にある昨今、その援助の質と量が重要とされる
ようになってきた。このことから援助の拡大と質
の担保を実現するためにはやはり、ソーシャル
ワーク実践とソーシャルワーク実践理論若しくは
理論を連動させた事例検討なり研究が必要とな
る。
　そこで本研究は児童養護施設のソーシャルワー
ク実践事例を用いてソーシャルワークの機能を明
確にしていくことを目的とする。その意義はソー
シャルワーク実践を検討することにより、ソー
シャルワーク実践の機能を明確にしつつその実践
の積み重ねに多少なりとも貢献できるからであ
る。
Ⅱ．分析の枠組み
１．ソーシャルワークの機能について
　ソーシャルワーク実践の機能は、ソーシャル
